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1　はじめに

　日本古代の歌垣に類似した行事が、中国南部

の少数民族の間に広く行なわれていることは、

今日周知の事実となっている。とくに、未婚の

男女が歌の掛け合いを通して伴侶を求め合う習

俗は、最近まで、中国南部の貴州省・広西チワ

ン族自治区・雲南省、そのほかタイ、ミャンマ

ー、ヴェトナム等の北部地域などの少数民族に

見られ、チワン族ではこの習慣が今も生きてい
るli，近年、照葉樹林文化圏と呼ばれるこの地の

歌文化に日本人の研究者の視線が集まっている

が、しかし実は日本の古代歌謡との関係が最初

に論じられたのは、中国古代の漢民族における

民間歌謡との間においてであった。中国南部の

少数民族の居住地域における歌の掛け合いの現

場でも漢語による歌の掛け合いは見られるが、

中心となっているのは漢語以外の少数民族の言

語による掛け合いである。この広大な中国に、

古代の漢民族にあったような、漢語を中心とす

る歌垣的な習俗が、今はまったく残っていない

のだろうか。そんな疑問を起こさせるほど、漢

民族の間に行なわれている歌垣的習俗の調査研

究は、日本の学会では等閑に付されてきた。

　本論では、漢語による男女恋歌の掛け合い習

俗という点からは、具体的な実態がほとんど報

告されてこなかった、中国甘粛省南部における
　ホア　ル

「花几」という歌謡を、若干の考察をまじえて

紹介することにしたい。

2　これまでの歌垣研究について

（1）中国古代歌謡研究と歌垣

　中国の古代歌謡『詩経』に収められる「国風」

の解釈は、マーセル・グラネーの研究（『支那

古代の祭礼と歌謡』内田智雄訳、弘文堂書房、

1938、原著：Fetes　et　chansons　anciennes　de　la

Chine／Marcel　Granet1919）によって一変した。

今日、　『詩経』国風の詩は、その多くが田野で

行なわれた祭礼にともなう神事歌謡であるとと

もに若い男女の掛け合い歌であり、中国古代民

衆の恋愛歌であることが明らかになっている。

グラネーの前掲書にいう一歌謡が往々山川を

全く同時に言及して居るその事実にかんがみて、

彼等の会合場所が、河川を傭鰍する丘陵の近く、

若しくは小山の側面にある溜り水、或は泉の傍
　　　　　　　　　　　　　　　（2）などであつたことは明らかである、と。つまり

それらの歌謡は、春秋一定の時期に、由の近く

あるいは川の近くや原野などの、一定の神聖視

された場所に多くの人々が集う雨乞いなどの季

節祭で歌われたと考えられている。また、その

祭礼は多産を祈る性的な意味合いも持っていて、

男女の婚約もしくは結婚の祭礼でもあったとい
う。

　そのような男女掛け合い形式の恋愛歌謡が、

河南・山東・山西・陳西など、いわゆる中原文

化圏と呼ばれる一帯の古代漢民族に広く行なわ

れていたことは、今日定説となっている。そし

てこのような習俗は日本古代（古代ヤマト）の

歌垣を思わせるものであり、グラネーは実際に
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r詩劉ひ国風解釈の傍証として古代ヤマトの歌

垣（嬬歌〉をあげてもいる。その後、たとえば

白川静は、この説を継承しながら多少の修正を

加えつつ、古代中国では都城の東門または山や

河などの聖地で雨乞いの祭りが行なわれたこと、

「舞雲」と呼ばれたその場所で行なわれた祭祀

としての歌舞は、のち次第に神事的色彩を薄く

して、男女が歌を掛け合って相手を求め合う歌

垣となっていったこと、水辺で行なわれた古代

ヤマトの歌垣も、やはり雨乞いと関係があった
　　　　　　　　　　　（3）
こと、などを述べている。

　かくして、『詩経』国風すなわち中国の古代社

会に歌われた民間歌謡の新たな研究から、「歌垣

の習俗を介して、詩編とわが国の古代歌謡との
間に本質的ともみられる近似牲のあること望が

明かされ、古代ヤマトの記紀歌謡や万葉集につ

いて、とりわけ歌垣の習俗に着目した見直しが

なされてきた。たとえば土橋寛著『古代歌謡と

儀礼の研究』（岩波書店、1965）などはそうし

た成果である。

　またさらにグラネーが、古代の中国社会にお

いて男女の恋愛歌が対唱されたことの傍証にあ

げたのは、広西（広西チワン族自治区）や南詔

（雲南省）など、中国南部および西南部の少数

民族の歌謡とその習俗であった。この地方の民

族文化について知りうる資料は、長らく中国の

地方誌のほかは少数の西洋人の調査記録や宣教

師の記録などに限られていたが、日中国交回復、

そしてさらにその後の中国政府による改革開放

政策によって現地調査が行ないやすくなったこ

とから、日本人による調査も近年たいへん盛ん

になっている。たとえば、雲南省のペー族を中

心とする調査研究として工藤隆・岡部隆志著

『中国少数民族歌垣調査全記録1998雲（大修館

書店、2000）、広西チワン族の調査研究として

手塚恵子著『中国広西壮族歌垣調査記録雲（大

修館書店、2002＞、また雲南省西北のモソ人の

調査研究として遠藤耕太郎著『モソ人母系社会

の歌世界調査記録』（大修館書店、2003＞など

を最近の目立った事例としてあげることができ

るだろう。

　こうして、〈歌垣〉をキーワードに、日本の

古代歌謡研究は、中国南部および西南都の少数

民族の歌謡文化に大きな関心を寄せることにな

ったのである。既述のようにグラネーの研究が

これらをすでに結びつけていたのであるが、中

国の少数民族に見られる歌謡文化の調査研究を

誘発したもう一つの大きな要因は、なんと言っ

ても中尾佐助が提唱した照葉樹林文化論であっ

た。

（2）強調されすぎた照葉樹林文化論

　はじめに、研究史的な流れに沿わないことを

承知で、引用したい文章がある。今からすでに

半世紀前、金田純一郎は、男女が野外で掛け合

いの恋愛歌を歌う「唱和方式の婚俗」が、チワ

ン族、謡族、苗族、トン族、モソ族、ワ族、ラ

フ族、リス族、d族など中国南部および西南部

の少数民族に広く見られることを述べながらも、

「しかし古代漢民族におけるカ“ヒの婚俗をそ

れらとのみ繋ると考へるのは早計に失しよう」

と述べた15）金田は、ではどうとらえるべきかと

いう点までは述べていないが、il詩経』国風に

そのような歌謡を残す古代の中原文化圏に住む

漢民族と、中国南部方面に住む現今の少数民族

との問には、時間的歴史的な差だけでなく、風

土的に大きな差があることを考えれば、このよ

うな歌謡習俗は照葉樹林文化圏だけの特徴では

なく、さらに広い地域に存在したことを示唆し

たものと受けとめることができるだろう。ぎ詩

経』国風が収録された河南・由東・由西・陳西

などは照葉樹林文化圏ではない。今日、グラネ

ーが古代中国中原の歌謡を考えるために援用し

た地域の歌謡習俗が、逆にその地域の文化圏の

独特の習俗とされ、かえって古代漢民族におけ

る同様の習俗が軽視されているように筆者には

見受けられる。

　ところで、古代ヤマトの歌垣とは「飲食・歌

舞・性的解放の三つを具えた行事」であるζサ

う16）また、r男女の性の交渉は、神選えの斎場

で行われた場合、穀物の稔りをもたらす。その

斎場は、穀物の結実を目的とした一年の折

目々々にある。この穀物への感染が、歌垣の信
　　　　　　　　　　　　を｛卑であり」、穀物の稔bを招ぐための神事であ

るともい船れる冒》また、F成年に達した男女が

出上或は部落の聖地等に集って、飲食・歌舞の

後に性の解放を行う習俗」であ1？、男女が恋歌

を掛け合うことが、その行事の最も重要な要素
であるともいわれているIS｝そして「歌垣の習裕
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申国甘粛省の民衆歌謡“挑眠花几”について

は、もともと照葉樹林帯で焼畑農業を営んで生

活していた人々の間で行われていた習俗であっ
た］（9）というのが、今日の定説的な見方となって

いる。

　以上をもとに、歌垣の習俗にとって最も重要

な要素を、聖地での集い（すなわち雨乞いなど

の神祭り）、男女の恋歌の掛け合い、そして性

の解放と考えれば、このような行事内容はここ

に紹介する中国西北部の甘粛省で行なわれる

「花几会」にも確実に見ることができるのであ

る。甘粛省南部の黄河の支流挑河流域に広く流

行している挑眠花几は、そのような集いで歌わ

れる歌謡であり、竜神廟などがある聖域に多く

の既婚男女が集まって対唱する異性間の恋歌を

含んでいる。とりわけ女性にとって、このよう

な行事に参加することは身内の者に隠すべき行

為だと思われていることから考えれば、実際に

は肉体的な関係が一切なくとも、それは歌によ

る一種の性の解放と見ていいだろう。これは紛

れもなく歌垣であると言えよう。しかし、花几

が歌われている地方は照葉樹林文化圏でもなけ

れば、またかつて焼畑農業が営まれていたとこ

ろでもなかった。共通点は少数民族の居住地と

いう点だけである。

3　歌謡「花几」の概要

　さて、その「花几」とは、中国の西北部に広

く歌われている民謡の名である。別名、「少年」

とも「野曲」とも呼ばれた。『中国大百科全書』

音楽・舞踏編によれば、以前民間では、河浬系

統の花几は「少年」または「野曲」と俗称され

ていたが、ここ数十年のうちに次第に花几と総
　　　　　　　　　　　　　　　（1o）
称されるようになったのだという。また、この
　　　　　　　　　　　　｛11）
民衆歌謡は中国西北部の山歌の一種で、歌われ

ている範囲は、およそ賀蘭山の南、六盤山の西、

眠県の北、日月山の東、すなわち甘粛、青海、

寧夏の三省にわたる広い地域である。この地域

は、漢族のほかに、回族、土（トゥー〉族、撒

拉（サラール〉族、東郷（トンシャン）族、保

安（ボアン）族、西蔵（チベット）族、裕固（ユ

ーグ）族など多民族が雑居するところであるが、

漢語で歌われるこの花几は、これら八つの民族

間で共通に歌い合うことのできる歌謡である。

　また、広範囲に分布するこの歌謡は、地域的

特色によって大きく次の二系統に分けられてい

る。

（1）挑眠花几と総称される第一系統

　これは甘粛省の挑河流域に広く流行している

花几で、さらに次の二つの支系に分かれる。

　　1．北路（康楽・臨挑などで歌われる花几＞

　　2．南路（眠県一帯で歌われる花几）

（2）河渥花几と総称される第二系統

　これは広く甘粛、青海、寧夏、つまり一般に

黄河・渥水の流域に歌われる花几である。（「河

浬」は黄河と浬水二つの河川を指す。）これも

地区と民族の相違に基づいて、さらに次のよう

な四つの支系に分かれる。

　　1．青海の互助トゥー族の花几

　　2．循化サラール族の花几

　　3．寧夏の回族の花几

　　4．甘粛臨夏の花几（これを習慣上さらに

　　　　四つの細支系に分けている）

　このうち第二系統の河渥花几は、回族がおも

な担い手であり、臨夏回族自治州を中心として、

回族の分布の広がりとともに寧夏回族自治区南

部や遠く新彊ウイグル自治区の昌吉回族自治州

にまで及んでいる。

　このように、一口に花几といっても、歌われ

る地域によって細かく分類されていて、それぞ

れ歌詞の詩型、演唱形態、さらに音楽的特性が

異なっている。とりわけ、曲調によって異なる

名称を持ち、それぞれ〈何々令〉と称されてい

る。たとえば地名を付けたく河州令〉〈門源令〉、

民族名を付けた〈土族令〉〈撒拉令〉、また花の

名を付けた〈白牡丹令〉〈金蓋花几令〉、あるい

はそのほかの名を付けた〈大眼購令〉やく承馬

几令〉などである。それぞれの令には、大体同

じメロディーのアウトラインがひとつあるが、

実際に歌われるときは、その上さらに演唱者の

個性も加わる。また、第二系統の河渥花几の令

は百種類以上もあることが知られているが、元

蘭州大学教授桐楊氏によれば、代表的なものは

　く河州大令〉〈河州三令〉〈示馬几令〉〈水紅花

令〉〈白牡丹令〉〈ロ食1邨螂令〉〈金蓋花令〉など

であるという。これに比べると第一系統の挑眠

花几の場合は単純で、北路の〈蓬花山令〉と、

南路のく孔刀令〉（阿欧令）の代表的な二つの

令に尽きるのだという。
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　このほかの音楽的な特徴としては、使用する

音階と音列に民族的な好みがある点である。サ

ラール族の花几は、常にmi、1a、　do、　re、　mi

を基本的な音列とし、メロディーは比較的荘重

であるが、回族・漢族の花几は、多くre、　sol、

la、　do、　re、　solの音列の形式を採用していて、

格調は前者と比べて比較的明るく、さらにトゥ

ー族の花几はre、　mi、　sol、　la、　do、　re、　miの

音列を主とする、といった傾向が見られるとい

う。

　音楽的な特徴のほかに、系統間には定型詩と

しての歌詞にも違いがあるが、これについては

本論の筆者がまだ不案内なので、今はふれない

でおきたい。

　最後に花几の起源については、『中国大百科全

書』では、今までずっと定説がないと断りなが
　　　　　　　　　　　｛13）
ら、清朝の乾隆年間の臨挑籍の詩人呉鎮（漏21

～1792）の詩に「花児饒比興、番女亦風流」の

詩句が見えることから、その起源は清朝以前、

遅くとも明朝までは遡るだろうとする。そのほ

か、唐代あるいはさらに早くからあったと考え

る人もいるが、論拠はみな不充分である。

　花几の起源について何楊教授は、花几が生ま

れた地域の歴史的、地理的背景から煮える必要

があるとして次のように述べている。

　趙宗福著『花几通論』に引用するように、明

朝の文人高洪の「古都行吟」と題する詩編中に

「…・漫聞花几断続長」とあり、高洪は、万暦

年間（1573～1619）、河州（今の甘粛省臨夏）

に赴任した役人だったことから、当時すでに花

兀が盛んに歌われていたことが知れる。また、

この歌謡が歌われている挑、眠、河、浬一帯、

すなわち甘粛省の南部から青海省の西部にかけ

ては、かつて中国王朝を脅かした異民族と境を

接する地域であり、明朝では洪武年間（十四世

紀後半、明初）から辺境防備のために多くの軍

隊をこの地に駐屯させた。彼らは家族連れで移

住し、ついにはそこへ定住するようになった。

現在、この異民族の地に住む漢族の祖先たちで

ある。また、同じく明朝初期、回族を募ってこ

の地の開墾にあたらせたことで、回族が漢族と

雑居するようになり、さらに元末から明初にか

けて新艦ウイグル自治区東部の吟密（ハミ）か

ら青海省循化県東南一帯の撒拉族や回族が移住

してきた。東郷族、保安族がこの地に集まり住

むようになったのも、同様に元末から明初にか
　　　　　　　　　　　　　　　（16）
けてである。こうして、チベット族を含めた多

くの少数民族がこの地で暮らすようになったが、

彼らの村落は漢民族の居住地に散在し、しかも

比較的漢民族の人口が多かったことから、他の

民族も次第に漢語を話すようになり、漢語がこ

の地に雑居する民族の共通の言語となった。こ

のような言語的基盤の上に、各民族が一緒に創

作し歌うことのできる芸能、すなわち花几が誕

生したのである。ただし、第一系統の挑眠花几

と第二系統の河浬花几との関係について言えば、

1兆眠花几のほうが先にあって河浬花几のほうは

そのあとで成立したものだろう、と。

　以上が桐楊教授の説であるが、もちろん、花

几の母胎となったのが漢族の歌謡であったか、

あるいはまた他の民族の歌謡であったかについ

ては、依然として議論が残る問題である。

　ところで、花几は野外の労働の場でも歌われ

るが、まさにこの歌を歌うための年中行事があ

る。毎年、旧暦の四月から六月にかけて、各地

の風光明媚な名山古刹など特定の聖域を会場と

して大がかりに挙行される花几会である。　『中

国大百科全書』に大規模な音楽習俗だとあるよ

うに、場所によっては会期が六日も続く。著名

なものとしては次のような会場がある。

　①甘粛省康楽県の蓮花山゜旧暦六月二日

　　　　　　　　　　　　　　　　　～六日

　②甘粛省和政県の松鳴岩　旧暦四月二十七日

　　　　　　　　　　　　　　　　～二十九日

③甘粛省眠県の二郎山

④青海省民和県の峡門

⑤青海省互助県五峰山

⑥青海省楽都県の曲壇寺

旧暦五月十四日

　　　　～十九日

旧暦五月五日
　　　　　く17）
旧暦六月六日

旧暦六月十四日
　　　　　（Is｝
　　～十五日

　このうちの①③で歌われるのが挑眠花几の系

統、そのほかは河渥花几の系統である。この他

にも多くの会場があって、挑眠花几系統の小会

場については、桐楊教授が作成したリストによ

れば、現在一四九ヶ所を数える。開催期間も一

月から九月までの各月にあり、各県の内訳は臨

潭県五十六ヶ所、眠県三十二ヶ所、臨挑県二十

七ヶ所、康楽県十一ヶ所、卓尼県九ヶ所、潤源
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県八ヶ所、滝県一ヶ所などとなっている（規模

が大きい蓮花山と二郎山、また物資交流大会で

の花几会を除く）。

4　花几と民間信仰

　既述のように、『詩経』国風の恋愛歌を生ん

だ歌垣的な儀礼は、野外の聖地における雨乞い

と男女の性的解放を要素としていたとされるが、

甘粛省挑河流域の花JL会は、これときわめて類

似した行事である。花几という歌謡が、もとも

と神に捧げる歌だったことは、蓮花山の花几会

を見れば明らかだと何楊数授は述べる。五、六

日間にわたる蓮花山の花几会では、男女の対唱

が行なわれる前に、まず神に捧げる歌が歌われ
るという：g）これを「神花几」という。もともと

この行事は、神花几を歌うことが中心となって

いたのだが、次第に男女の愛情を歌うことが多

くなって、今ではあたかも男女が恋歌を歌い交

わす行事のように見られているのだ、とも考え
　　　　　cv））
られている。

　青海省の西部、互助トゥー族（土族）自治県

には次のような伝説がある。

　丹麻花几会は、互助トゥー族自治県の丹麻郷

で旧暦六月十五日～十七日に開催される行事で

ある。丹麻地区では、草花が美しく、樹木が雀

蒼と茂る六月の良い季節に、トゥー族の青年た

ちが集まって愛情のあふれる花几を歌う。伝説

によれば、ある土司がこの地で花几を歌うこと

を禁じ、樹木を切り倒し、草花を取り除いたの

で、一面の砂れきになってしまった。その結果、

三年間大干ばつに見舞われ、穀物がとれなくな

った。悲しみ憤った青年たちが、我慢できずに

花几を再開すると、はからずもたちまち黒雲が

空を覆い尽くし、どしゃ降りの雨が降って、草

花や木々が蘇り、一面青々と茂った。花几の歌

声があったからこそ農作物も豊作になったので

ある。それ以降、ここでは毎年花几会が開かれ
　　　　　　　　ユ
るようになった。

　神花几には、雨乞いのための「求雨歌」もあ

る。次は何楊教授が採録したその例歌である。

（A）杵酉根，一根拝，

　　十八位泥神保佑各多都平安，

　　叫庄稼祉上十分田，

　　全甚的百姓都喜玖。　　　（i晦潭）

（B）娘娘噛里木香喰，

　　先給天上玉皇唱，

　　軽夙掘雨落一場，

　　先把四路八多的庄稼長，

　　斗｛介場者三倍上，

　　坐者吃肉喝酒擁子上，

　　劣娘娘伯一搭喧一坊。 （眠具）

　標高が高く雨量全体が少ないのに、さらにそ

の雨も順当には降ってくれない。そのような土

地で暮らしてゆくための、農民たちの切実な願

いが込められた歌である。この地方には低温被

害もあって、さらに「散電歌」（電を除ける歌）
　　　　　　　　　　cun）
といった歌もあるという。

’ttx．　tasr’：．轄醸，

獲i難
　・鷹21猛

幽

．
鴻
　
鶏

写真A教場村の神廟がある丘から望む娠県の町

　　　右上が二郎山、左上が挑河

　　　　　　　　　　　（2008．7．21筆者搬影）

　上に引いた臨潭県の求雨歌（A）にある「十

八位竜神」とは、眠県の二郎山を中心とする竜

神信仰の神々である。李燐編著『文史漫筆』（甘

粛人民出版社、2001）所収「甘粛眠県民間的漱

神崇拝」では、この神々の祭礼と花几との関係

を次のように述べている。
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　眠県各地には、十八ヶ所に漱神（池の神、

水神そして竜神）の廟があり、人々の信仰

を集めている。それらの神々は、旧暦五月

になると神輿に乗って管轄地域の村々を巡

行し、中旬には眠県市内の古刹に集合した

のち二郎山に登って祭祀を受ける。これが

旧暦五月十七日の有名な「漱神祭り」であ

る。この地方ではそれぞれの漱神の巡行期

間中に、各地で花几を歌う風俗がある。五

月の祭礼時における、花几の会場は二十ヶ

所以上にのぼる。その起源を推測するに、

これは神への祈願と神を楽しませる活動と

に関係があるだろう。大衆は花几を歌って

神霊に豊作を祈る。五月十七日の祭礼では、

巡行する漱神の神輿を下ろして花几を聞く

風習がある。神が聞いて称賛する花几が歌

われている場所に至るごとに、神輿を上げ

て狂って跳ぶ動作をする。それはその花几

で祈願した内容を神が確かに受け容れたこ

とを思わせるのである。次第に時間が経つ

につれて、祭礼中の花几の内容は世俗性を

帯び、曲は全て民衆の心の声を歌うものと

なってゆく。この日は、二郎山の木蔭や芝

生の上はことごとく花几を歌う人々でいっ

ぱいになり、歌声は大波のように絶えず聞

こえてくる。

　次に、西北民族大学大学院博士課程に在籍し

て花几研究を行なっている戚暁薄さんが近年採

集した眠県西川区の漱神を祀る霊廟で歌われた
　　　　　　　　　　（as｝
神花几を引用してみよう。

圃子角几利湖麻，

我給上天下介謡，

秋凡紬雨達干下，

麦子長成棒槌大，

洋芋長成礁朱大，

大豆長成八介叉，

黄蔑長得藪把大，

長得衣民捲不下，

才悦上天感庇大。

　時を違わずに降る雨は、この地に暮らす農民

たちの切実な願いである。

　また花几会には、雨乞いのほかに子宝信仰も

あった。子種を授かりたいと願う女性たちが歌

う神花几には、「求子歌」があるという。次は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
蓮花山の花几会で収録された求子歌の例である。

（A）

鋼四爾，量鋼哩，（鋼が四両、鋼を量る）

几子我要一双哩，（男の子が二人欲しい）

一ノト送者学堂里，（一人は学校へやって）

一介他把羊梢哩。（一人は牧童にしたい）

　（摘羊：牧羊）　　　　一甘粛康楽に流伝
（B）

勢子要鮫葡萄μ尼，（ハサミで葡萄を切り取ろう）

昊佛苓，　　　　　　　　（仏様よ）

我几子女子都要呪，（男の子も女の子も欲しい）

几子披麻帯孝泥，

女子洗鍋抹仕呪。

（男の子は親の喪に服す）

（女の子は家事をする）

　　一甘粛康楽に流伝

　この花几を歌って涙ながらに祈っていた女性

は、結婚後、長年子宝に恵まれなかった農婦だ

ったとのことで、もしその後で彼女に子どもが

生まれたら、きっと何年かに一度ずつ線香やお

供え物を持ってお礼参りにやってくるだろうと

いう。花几会は、これらの信仰にもとつく行事

である。

5　眠県馬樺禽の花几会（取材記）

（1）挑眠花几

　花几という歌謡は、歌われる地域によって分

類され系統づけられていることはすでに紹介し

たが、筆者の関心からは、便宜上これをさらに

く即興歌〉とく伝承歌〉に分類したい。この観

点から見ると、第一系統の挑眠花几は〈即興歌〉

を、また第二系統の河浬花几はく伝承歌〉を特

徴としている。歌詞と音楽性の面から見ると、

曲調の多様性、すなわち豊かな音楽性を持って

いるのが河渥花几で、これに対して、即興によ

る歌詞の多様性を持っているのが挑眠花几であ

ると言える。それゆえ、音楽的な研究を志す研

究者は河浬花几に関心を示し、民俗学的あるい

は文学的な研究を志す研究者は挑眠花几に関心
　　　　　　　　（25）
を示す傾向にある。河渥花几は、曲調の多様性
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だけでなく、1兆眠花几に比べてメロディーも美

しく音楽性にもすぐれている。しかし、古代歌

謡研究の面からいえば、挑眠花几は実に興味深

い歌である。

　今回、花几研究者として著名な、元蘭州大学

教授桐楊氏の配慮によって、筆者は眠県の小さ

な花几会を取材することができた。今年七月中

旬、ほとんど花几会の開催時期が過ぎたころで

あったが、西北民族大学大学院生の戚暁薄さん

の多大な協力のもとに、限られた時間で貴重な

取材をすることができた。

　甘粛省の花几会について、日本ではほとんど

具体的な紹介がなされてこなかった。わずかに、

山之内正彦「中国の歌垣」（『日本文学』5－8、

1956）、あるいは大木康「甘粛“花几”学術検

討会に参加して　一生きていた歌垣と宝巻」

　（『東方』57号、1985）が概況的な報告をし、
注意を促している程度である野しかも、それら

はいずれも挑眠花几を採り上げてはいるものの、

北路すなわち蓮花山の事例のみである。筆者の

わずかなこの報告によっても、花几がいかに貴

重な歌謡文化であるかを知ることができると思
う。

（2）取材地

　自動車で蘭州市から臨挑まで高速道路、それ

から一般道の国道212号線で、会川鎮、殖虎橋

郷、梅川鎮へと進み、眠県に到着した。途中、

各所で道路工事中の為、所要時間は六時間半で

あった。甘南地方は四川省に近いが、二〇〇八

年五月に発生した大地震の影響はまったく無か

った。蘭州への帰路は殖虎橋郷から右に折れて

陵西を経由し、定西市へ出て、そこから商速道

路に乗った。

　蘭州市から南下して甘南方面に行くほど標高

は高くなるが、次第に緑が増す。蘭州市周辺の

山々は赤茶けた不毛の土地である。河渥花几が

歌われる臨夏回族自治州も乾燥した山岳地帯が

多く、自然条件は眠県よりも厳しい。眠県もや

はり山岳地帯が多いが、河の両岸にある耕作地

のほか、山の斜面には麦類や玉蜀黍、馬鈴薯、

菜種があちこちに栽培されている。七月下旬で

はあったが黄色い莱の花が一面に咲いていると

ころもあった。また、現金収入のための薬草栽

培も盛んらしく、沿道には薬草畑が広がってい

る。挑河は大きな川で、茶色に濁っていた。

　眠県の、中心となる花几会は旧暦五月十四～

十九日にかけて行なわれる二郎山のものだが、

その前後の月に小規模な花几会が各地で盛んに

催されている。その場合、開催費用の調達が必

要で、現在ではおもに驚志家が費用を提供して

開催しているらしい。まったく宗教的な施設と

は関係のない場所が選ばれて開催される例もあ

り、今回訪れた馬樺命（マーイエルン、馬樺牧

場護林駅）もそうで、三～四年前から行なわれ

るようになった新しい会場とのことであった。

眠県からは車で、西河（千経川）という小さな

川に沿って未舗装の村の道路を通り、さらに狭

い堤道を通って一時間程度山地に入った場所で

ある。周辺にチベット族を始めとする村々が散

在し、比較的広い草原が広がっているところで、

放牧地でもあったが、神廟のような建物はなか

った。なおまた会場とはいえ、スピーカで歌が

流れたり舞台などの施設があることもなかった。

最近、仮設舞台を設営してマイクを手にした歌

巧者たちが喉を競い合う花几会が各地で盛んな

ようであるが、旅程の厳しいなかで自発型の素

朴な花几の対唱に出会えたことは幸いであった。

　筆者が訪れたのは七月二十日の午後だったが、

前後三日間にわたって開催されているとのこと

だった。時期的に、ほとんどあてにしてはいな

かったが、ここで末尾に掲載した資料のような
　　　　　　　　　　　　　　　｛27）花几の対唱を取材することができた。

写真B　眠県秦許郷馬樺倉の花几会会場風景

　　　　　（20〔熔．7．20筆者撮形）
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　（3）花几会参加者

　馬燦命での取材の翌日、眠県の町から遠くな

い（聲蔵河東岸）教場村の神廟が建っている丘

へ登ってみた。ここには五穀豊穣を祈る廟が建

っていて、その縁日らしく、爆竹が鳴らされ、

老若男女が参詣していた。ただし、この日は初

日らしく、花几を歌う人々はごく少数だった。

初日は（あるいは翌日も）廟前で神に献げる老

女たちの花几が歌われる。男女が恋歌を掛け合

う花几会はそのあとの楽しみである。日程の都

合上、この地の花几を取材することができずに

帰路を急いだのは残念なことであったが、初日

の廟前でも男女の花几を歌う人々が二組ほどい

た。しかし、ビデオを向けられた女姓は歌うこ

とを固く拒んだ。ビデオには絶女重に撮られたく

ないから、もう歌わないといってきかない。と

くに若い女性はビデオや写真に撮られることを

極端に嫌がる。一一一ttカメラを向けたあとでは、

録音だけでもいいからとお願いしたが、結局歌

うのをやめてしまった。もしも自分の映像が家

族に矧tたら困るというのである。もっとも、

箪者が撮影した花几の歌詞を確認してもらった

夫婦によれば、夫婦で花几会へ出かけて別々の

場所で対唱を楽しむこともあるのだという。

　花蔦会には、未婚の者たちは参加しない。と

くに乗鱈の女性は絶対に参秘しないe花鑑会で

歌う対歌は男女の愛情の歌であるから、公衆の

面衝で見知らぬ男挫とそんな掛け合いをしたら、

ふしだらな女として誰も績嬬してくれないから

だという。よって一般に花荒会の参熱者は蔑難

者たちである。縁温のにぎやかさにかかれ、子

連れでやってくる人々も多い。このように未嬉

者の参加は禁忌になっているらしいが、花ノもに

はもう一つの禁忌があって、殿i述のように家庭i
　　　　　　　　　　　　　　　　　Izs｝
や村落内では歌うことができないという。花几

は野外や花凡会でのみ歌うことができる歌であ

るQ｝麗婚の者たちの対唱であるから日常生活か

らみt”し襲ぎ不｛禽とも言垂ミ，るだろうeこのような激

を歌う場颪の撮爆を絶対に詩さな浄った蜜挫た

ちの心藩は、霞欝の麗磁からも確認できるe蓮

∫しを愛婦する女重生たちも、縫鴬生藏憩寧でなぞ

憩ことを決して嚢に墨さないようにしていると

い襲
　譲灘翼室｛411tlで甦ミ敷き夢嚢毒｛i謬さ穀る燕焦会籠ま、

言うまでもなく万葉集・巻九に「…娘子壮士の

　行き集ひかがふかがひに人妻に我も交
らむ　我が妻に　人も言問へ　この山を　うし

はく神の　昔より　禁めぬわざぞ…」（1759番）

と歌われた古代ヤマトの筑波山における歌垣に

酷似する。ただし、花几会が過去において性の

解放まで伴っていたかどうかは不明というしか

ない。現在の参加者はすべて花兀という歌その

ものの愛好者たちである。かなりの歌巧者たち

もいるようだし、さらに注目すべき点は聞き上

手たちの存在である。最近は携帯電話の普及が

著しく、おそらくはその録音機能を使っている

のであろう、演唱者を囲んで多くの人々が熱心
　　　　　　　　　　　　
にその歌を録音している。対唱する花JLは、そ

のとき一度だけ即興的に創られる作品であり、

演唱者たちを取り囲む人々は、気の利いた歌詞

があったら聞き逃すまいと、熱心に耳を傾けて

いる。会場にいたある若い男性に、今日の掛け

合いでは何か気の利いた歌詞が歌えたか、と闘

いてみた。彼が言うには、「夜も床の上に座っ

て、就を抱きながら、あなたのことを想い続け、

私はなかなか寝付かれない」といった意味の歌

講を歌ったとのことであった。彼は、この句を

この費の花几会での自分の傑偉と考えていた。

大勢の聴衆にマイクを向けられることは、歌唱

者たちにとって名誉なことで、歌にますます力

が入るのである。

專藝｛｝　敦壌講｛桑蓼簾｛票禅雑蜜韓｝

　　　　ミL？《懸．乳塁華毒難繋
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中国甘粛省の民衆歌謡“1兆眠花几”について

　花几は遠くの山まで届くような甲高い声で歌

う歌だから、演唱者の姿が物蔭で見えなくとも、

歌声だけは林の中からはっきりと聞こえてくる。

人々はその声のする場所へ録音機能が付いた携

帯電話などをもって集まってくる。

　ようやく現地に着いたのが夕方、人々が帰り

始めたころ、筆者は林の中で歌う一組の演唱者

たちに出会うことができた。男性一人に対して

女性たち三人が代わる代わる対唱する。もちろ

ん女性たちは名前を明かしたくないといって教

えてくれなかったが、ビデオの撮影を許してく

れ為ことは幸いであった。四人とも漢族とのこ

と。男性の申平雲さんは、筆者の取材にたいへ

ん好意的だった。

　対唱している男性たちも、’実は相手の女性が

どこの誰かまったく知らないし、名前を聞こう

ともしないのである。女性たちは親しい者同士

のようだったが、対唱する相手はお互いにそれ

ぞれの素性を知らない。花几会における恋歌は

そのような一過性の関係のうえに成り立ってい

る。彼らは歌の掛け合いの妙そのものを楽しん

でいるのであり、とにかく花几を歌うことが大

好きで、男たちなどはバイクで一、二時間かか

る村からもやって来る。

　（4）歌巧者一花几把式一

　挑眠花几は、男女が一対一で掛け合うことは

しない。いわば集団的恋歌で、男一人に対して

女が二、三人、あるいは女一人に対して男が二、

三人という形をとる。馬樺命の花几会で歌った

申平雲さんに、筆者が滞在している眠県の町へ

来て明日もう一度歌ってくれるよう頼んだとこ

ろ、花几は男女取り合わせて三人以上でなけれ

ば歌えないので、自分の友人とその妻も一緒に

連れて来ると約束してくれた。残念ながら実現

はしなかったが、挑眠花几の演唱形態を知るこ
　　　　　　　　　（32）
とができた話である。

　一人で複数を相手にしなければならない人は
当然歌巧者であることが要請される鯉すべては

その場の即興によって作詞するため、かなりの

素養が求められるからである。演唱者は聴くに

堪える歌詞を創り出さなければならない。この

地の人々は花几にたいへん深い関心を持ってい

て、演唱者を取り巻きながらかなり批評的な気

持で聞いているようである。今回、撮影したビ

デオを地元の人に見せたところ、「ここは本来

こう歌うべきだ」という批評が随所に出てきた。

これはきわめて興味深いことである。

　歌い手たちはすべて即興詩人で、会場に来て

具体的な相手と向かい合ってはじめて詩句が生

まれる。会場に来る前にそのH歌うべき歌詞を

練ったりはしないという。馬爆命で筆者がビデ

オカメラを向けた歌い手の申平雲さんは、さっ

そくそのことを歌詞にして歌い上げた。記録し

た歌詞の前に、「ここによそからのお客さんが

来てくれて、歌えば歌うほど気持ちが良く、と

ても嬉しい」といった意味の歌詞も歌っている。

地元の人の評価では、彼はそれほどの歌巧者で

はないとのことだったが一。

6　取材歌詞小考

　この対唱では数秒の間を置いてすぐ返歌して

いるが、歌い出しに、日本の民謡で言えばハァ

ーに当たるような「エーエー－」といった発声

を入れるから、歌詞を考える時間的な余裕が多

少生じる。また女性側三入は、次に誰が歌うか

という問題があり、返歌に多少の問が生じてい

る。今回取材した事例では、女性①が積極的に

返歌し、この人がリーダーとなってあとの二人

を対唱の場に引き出している。この組は必ずし

も歌巧者たちではないようだが、むしろ自然な

状態での対歌の例として資料的な価値は充分あ

ると考える。つまり、花几会に集まって歌う多

くの男女がこれくらいの掛け合いはできるとい

うことの証左でもあるからである。

　歌詞の始めの「擁刀割了緬叶麻」（1男）や

「場里大麻長成柳」（5女①）といった部分は、

歌の内容とは無関係に置かれる古くからの伝承

的な句である。これは和歌の枕詞とも序とも違

って、以下に続く詩句の韻を決める形式的な作

用をするのだという。

　　麻ma→沙shs（1男〉

　　柳liit→斗dbu、走z6u（5女①〉

　今回の取材歌詞では、各句の音数（掌数）は、

次のようになっている。
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表1 （全三十四首中）

七宇 八字 九字 十字

ﾈ上

計 七宇句

ﾌ割合

男 14 6 6 6 32句 43．7％

女
（
計
）
騨
　
一
　
曽
　
・
　
・
女
①
女
②
女
③

37

ﾋ　，　甲　一　一　・　・

Q6

T
6

9
，
　
一
　
・
　
●
　
一
　
一
7
2

6
－
　
一
　
，
　
一
　
一
　
●
6

●　一　一　●　．　，

52句 7L1％

i66．7％）

i71．4％）

i100％）

計 51句 15句 12句 6句 84句 60．7％

　最も多い字数は七字で、女性たちにこの傾向

が強く、女③は七字句のみである。ここから七

字を基本とすることが知れるが、中には十四字

に及ぶ句（22男）もある。

　また、一首の句数は次のようになっている。

　表2　　　　　　　　　　（全三十四首中）

1句 2句 3句 4句 5句 計

男 1 11 3 15首
　女●　●　●　〇　一　一　一

裸@

裸A

裸B

　1●　●　騨　，　一　一　〇

iO）

i1）

．．ヱ、

i4）

i2）

i1）

　8－　●　一　ロ　ー　一　一

i6）

i1）

i1）

　2－　一　一　・　●　騨

i2）

一一．L．

i1）

19首

計 2首 18首 ll首 2首 1首 34首

　最も多い句数は二句で、次が三句。一句だけ

になっているのは途中で放棄した句であって、

無視して良いと思われる。このときの演唱者が

何句を基本と考えていたかは不明であり、演唱

実例の一つとして報告するにとどめて置きたい。

　何楊氏によれば、漢民族の民歌（山歌）の基

本的な歌体は、陳北の信天游のように二句から

なるものもあるが、一般に四句七字の形式論あ

り、これを「四句頭山歌」と称するという。た

だし地域的な特色があって、甘粛省の康楽・臨

潭・眠県一帯の挑眠花几畠歌体は三句構成が基

本となっているともいう。眠県で取材した今回

の花几は、一句を七音とするある程度の規範意

識は見られるが、句数は二句が多かった。これ

については、かなり自由に一首を構成している

と言うべきか、あるいは必ずしも歌巧者でない

からと言うべきか、今後の調査検討が必要であ

ろう。

7　終わりに
　花几を歌うときには、片頬から耳の部分に片

手を当てる独特の歌唱ポーズをとる。また花几

は、野外で声を遠くに飛ばすように甲高い発声

で歌う男女情愛の歌である。さらに同一地域に

住む異なる民族がそれぞれの民族言語を超えて

漢語という共通語によってお互いに演唱できる

歌でもある。歌詞は方言の漢語であるが、演唱

者には文字が読めない人も多いらしい。つまり、

基本的には口承文芸なのである。古代ヤマトの

歌垣、古代中国の『詩経』国風における民衆の

恋歌、中国南部少数民族の対歌、そして西北の

花几、これらの存在は、かつて東アジアの広範

な無文字社会にあった男女の対唱歌謡を想定さ

せはしないだろうか。

　中国の漢民族は一面文字社会でもあるが、そ

れでも文字と無縁な辺境地域の民衆の間では対

唱する歌の文化が残っていた。古代中原におけ

る無文字社会の漢民族もそうした歌謡文化を持

っていたことは今日の『詩経』研究に見られる

とおりである。これらを単純に遙かな古代の歌

謡のなごりとすることには無理があるが、無文

字社会において、厳しい自然環境の申に生きる

民衆が、生への願いを込めた儀礼を創り出すと

き、おのずから共通した形をとったものと考え

られる。その点で、必ずしも照葉樹林文化の特

色ではない。甘粛省の花几会はそうしたことの

傍証とすることができるのではないだろうか。

［注ユ

（1＞二〇〇七年四月、広西チワン族自治区の

　　龍脊地区での筆者聞き取り調査による。

（2）グラネー著『支那古代の祭礼と歌謡」内

　　田智雄訳、弘文堂杳房、1938、181頁

（3）白川静『詩経』中公新書、1970

（4）白川静、同上、79頁

（5＞金田純一郎「唱和方式の婚俗をめぐって

　　　（下）「東門孜」」1958

（6）土橋寛著『古代歌謡と儀礼の研究』岩波

　　書店、1965

（7）渡辺昭吾著『歌垣の民俗学的研究」白帝

　　社、1967、1頁。渡辺は同書で「歌垣の
　　　に　わ
　　斎場」ともいっている。
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申国甘歯省の民衆歌謡“挑眠花几”について

（8）内田るり子「照葉樹林文化圏における歌

　　垣と歌掛け」、　f文学』1984．12

（9）佐々木高明『照葉樹林文化の道一ブータ

　　ン・雲南から日本へ一悉NHKブックス、

　　1982、　190頁

（10）以下、r中国大百科全書』音楽・舞踏編

　　　（台湾・錦繍出版、1993）に載る喬建中

　　執筆「hua’er花几」の項を参考にした。

（ll）栂楊著『中国民俗文化叢書・民間歌謡』（中

　　国社会出版社発行、2008、27～28頁）に

　　よれば、漢民族の間では男女の愛情に関

　　する歌はすべて「山歌」と称され、信天

　　游・花几・爬山歌・呉歌などは、山歌の

　　地方的名称だという。また、これら色恋

　　の歌は良俗を乱すものとして家庭や村落

　　内あるいは日常で人々が多く集まる場所

　　では歌ケことが許されないが、田野・山

　　林や河川・湖などにおける労働の場所で

　　は、なんら制限を受けず、声高らかに歌

　　うことができる。山歌の名称はそんなと

　　ころに由来しているという。

（12）同『中国民俗文化叢書・民間歌謡』、115頁

（13）臨挑、地図参照。

（14）「番女」は漢族からみた異民族の女性を意

　　味するから、花几の中に異民族の女の風

　　流が歌われていると見れば、その歌「花

　　几」は当時から異民族によっても歌われ

　　ていたことになる。

（15）桐揚「花几湖源」（何楊著『詩与歌的狂歓

　　節一“花几”与“花几会”之民俗学研究毒

　　甘粛人民出版社2002、初出一『竺州大学

　　学扱』（社会科学版）第2期1981　…この

　　文献では明代を思わせる花几の伝統歌詞

　　や花几の語義についても詳しく述べてい

　　る。

（16＞チベット族はもとからこの地の住人であ

　　り、土族も民族的にはその系統である。

（17＞この日は大通県の老爺山でも花几会が盛

　　大に行なわれる。（武宇林署『「花児」の

　　研究」信山社、2005、400頁f・参照）

（玉8）楽都県の麗曇寺でもこの時期に行なわれ

　　ているようである。なお、上記の日程は

　　今日多少ずれている場合がある。

（19）蓮花山の花A会を筆者はまだ調査してい

　　ないが、今回訪れた眠県の町の近くの神

　　崩で行なわれた花几会の初日に廟前の広

　　場で老女たちが「神花几」を歌っている

　　場面を見た。蓮花山では花几会の一、二

　　日目は「神花几」を歌い、男女の対唱は

　　その後だという。

（20）古代のr詩経」国風における恋愛歌の発

　　生に関してもそのように捉える説がある。

（21＞勝暁天著『青海花児話青海』（香港銀河畠

　　版社、2002＞

（22）何楊著i詩与歌的狂歓節一“花几”与“花

　　jL会”之民俗学研究』甘粛人民出版社2002、

　　39頁

（23）戚暁薄「眠南路花几現状潟査扱告一以攻

　　補塔力中心」、　『西北民族研究玉2008年笙

　　ユ期

（24）前掲『中国民族文化叢書・民隠歌謡ム78

　　～81頁

（25）二〇〇八年七月一九臼、繭弼市にて栂揚

　　教授の話。

（26）大木康氏はその後、弱代の資料、羅夢龍

　　　紬歌雲を採り上げた文戴覆究を行なっ

　　ている。また近年、河渥花焦流行の地で

　　もある寧夏回族自治区から留学生として

　　来日した経験がある武宇称氏が算花残ま

　　の概究匪（前掲、200S）と題した縫本謡覆

　　究書を出版している。これによって初漆

　　て我々は花几の詳Lい知識を得ること寮

　　できるようになったが、この謡論に績分

　　したような男女対唱の具体艶な在1｝klこ

　　ついては残念ながら記載が乏しいoを壽

　　中国の擬究文獄を集めたものとして、撲

　　井龍彦涯花蝿ま覆究資料冒録く1925＄li－

　　2◎O◎年）」〈名古屋大學中選藷學文學譲蒙、

　　13号、2eo〔瓦逡〉渉ある。

（27＞花鑑会には季簾祭召〉灘蚕渉毒る季も、一

　　般には懇磨霞一武舞江驚難さ義ること妻§

　　多いぶ、義窪鴛養訟乳てVる蓬鑑会穆会

　　境として1ま、季難繋譲こ鎮｛縫塁｝毒嚢妻

　　資交涜会」なども毒るも

（28＞注｛蓑｝参蕪。をi藝、譲舞ぎ孝馨衰嚢藝

　　全書茎音楽・舞鋒轟で慧塗毒まう毛こ達べ

　　て墾・る塾謹鑑とそ奪難葦｝…蚕…謡｛尋・講i｝で

　　｛ま、獣熱註る邊覆叢毒を藝葦｝参毒うて、
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　　花几は室内あるいは村内で歌うことがで

　　きない。だから「野曲」と称されるので

　　ある。それ以外に、世代の異なる者や血

　　縁関係者とはお互いに対唱することがで

　　きない。

（29）前掲、戚暁薄「眠南路花几現状調査扱告一

　　以玖鋪塔力中心」参照。

（30）蓮花山で取材した歌詞中に「・…我把録

　　音机提上、把心愛的花兀都録上」（私はテ

　　ープ・レコーダーを携えて行って、心か

　　ら好きになった花几をすべて録音する）

　　なる詩句も見える（何楊著『詩と歌的狂

　　歓節一「花几」与「花几会」之民俗学研

　　究』2006、7頁〉。

（31）花几対歌の言語は漢語の方言を使用する。

　　今回の取材は漢族同士の対唱であったが、

　　眠県の町には回教寺院モスクがあって回

　　族も住んでいるし、すぐ近くの山手には

　　チベット族の居住する村もあって、花几

　　会にはそれらの民族も参加するが、対唱

　　する場合は漢語を使用する。河浬花几を

　　歌ってくれた眠県の張順喜さんに聞いた

　　ところ、回族と漢族の節は同じだが、チ

　　ベット族の人と対唱したときは彼らの節

　　が少し違っていたという。しかし、漢語

　　を共通語として異なる民族同士が対唱す

　　るのが花几の大きな特徴といえる。

（32）その夜はかなり雨が降った。翌日、バイ

　　クで村を出た彼らから途中で道路事情が

　　悪いために引き返さざるを得ない旨の電

　　話があった。

（33）歌に巧みな人を「花几把式」とか「唱把

　　式」などと称する（桐楊著『詩与歌的狂

　　歓節一“花几”与“花几会”之民俗学研

　　究』甘粛人民出版社2002等）。

（34）前掲『中国民族文化叢書・民間歌謡』、

　　111頁

（35）同書、113頁
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中国甘礪省の民衆歌謡“挑眠花几”について

〔資料〕 挑眠花几取材歌詞（翻字原文と日本語訳）

凡　例

（1）取材日；2008年7月20日午後（曇天）
（2）取材地：甘粛省眠県秦許郷馬樺命

（4）対唱者：男性一人に対して女性三人。三人の女性のうち①が積極的に歌っていて、

　他の②③は彼女に促されて歌っている。四人の年齢は確認していないが、三十代

　から四十代の人たちと思われる。

（3）協力者：何楊　　（元蘭州大学教授）

　　　　　　戚暁葬（西北民族大学大学院博士課程在籍）

　　　　　　張鑛　　（西安外国語大学東方言語文化学院教員）

　　　　　　申平雲（眠県馬樺命で出会った男性の歌い手、年齢未詳、四十代か）

　　　　　　李金光（取材歌詞の確認、文字がある程度読める、三十四歳）

　　　　　　劉瑞巧（取材歌詞の確認、李金光の妻、文字は読めない、三十六歳）

（3）文宇化の過程：取材の翌日（7月21日）、ビデオカメラにおさめた映像を現地

　の人に見せながら、当地で花兀のフィールドワークを行なっている戚暁蒲さんに

　文字化してもらった。歌詞は中国語で歌われているが、方言があるので現地の人で
　ないと中国人でも歌詞がよく分からないからである。日本語への翻訳は張謡さんの

　お世話になった。
（5）村句〔襯句）：歌詞の前の（朋友｛t］）（我的人）などは花几を歌うときに慣用的

　に付けられる呼びかけの語で「村句」という。

（6）歌詞整理：実際の歌唱上は句意に無関係な字音が多くあるが、ここには詩句と

　して意味のある文字のみ記載した。

　　　　写真D　花几会での対唱

（①～③の女性たちが右の男性と対唱している）

　　　　　（2008．7，20筆者掻影）
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1男

2女①

（原　文）

糠刀割了釦1叶麻

外箕口拍去我心上沙（1）

六月十八花几会（2）

我伯就合bu鵠姑函臥（3）

3女②

（朋友伯）柏木蓋差差酒鉦

　　　　説下連弥有指望

　　　　把我標着干填上（4）

4男

　　　力嗜我来祢没来

　　　我今几介騎介摩托者把心次

5女①

　　　　　場里大麻K成柳

　　　　　載成軸糖倣成斗

　　　　　苔蝿把住斗沿几走

6女③

（我的人）糠刀割了鋼叶麻

7女①

　　　　　把休如比細叶茶

　　　　　称上一丙手星傘

　　　　　一解渇来二解乏

　　　　　三解我的心上沙

8男

（娃阿妓）四解我的嘘睡心上沙

9女②
（娃琶琶）天2rS不下阻着咀

　　　　　我寒『掩着心着曙㈲

10男

（娃阿妓）天苓不下晩晴了

　　　　　我今日出了院1’1了

11女①

　　　　　弓煙合的花兀灘咤

　　　　　　　（日本語訳）

1男

鎌で細叶麻を刈り取る

よそのお客さんが私の映像を撮ってくれて私は嬉しい

2女①

陰暦六月十八日の花児会で

私たちは鳩のように二つのグループにわかれている

3女②

（友だちよ）柏の木の蓋で酒甕にふたをする

あなたと付き合うことを望んでいるのに

私を畑の畔の上に立たせたままだ

4男

私はやって来たのに、あなたはなぜ来なかったのか

今日はオートバイに乗ってやって来たのだけれどもす

ごくがっかりした

5女①

脱穀広場の大麻はすでに柳になった

その木を伐って車輪にしたり枡にしたりした

蝿はその枡の廻りを飛び廻っているよ

6女③

（私の人よ）鎌で細叶麻を刈り取る

7女①

あなたは細叶茶のようです

そのお茶を一両量って一杯呑めば

一つには渇きを癒し、二つには疲れが取れる

三つ目には私の恋心を抑える

8男

（おばさん）四つ目は眠気をとるから嬉しい

9女②

（お父さん）天の神様は雨を降らせないので曇っている

私の心は湿っていてあれこれ考えている

10男

（おばさん）天の神様は雨を降らせないので今晩は

晴れるでしょう／私は今日出かけます

ll女①

馬樺命の花児会に
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12男

13女②

帯活叫休出山泥

膳肉涼粉都酸了

把那佛苓嘆摸都干了（6）

弓煙合的石培子

像帯悟就叫我来咤

（我的人）天下老鴉淘淘竜

　　　　　大会場上我挑一介

14男

　　　　　沙木解成一頁板

　　　　　遠広人多イホ挑着栓

15女①

　　　　　斧柴剰了李梱材

　　　　　我端端看下像一介

　　　　　長得好看嚇又乖

　　　　（悦活込到理上来）（7）

16男

　　　　　象牙模子夫粉呪

　　　　　休悦日子我等呪

17女①

　　　　　原打回是原来了

　　　　　象牙篠子央粉呪

　　　　　称悦日子我等呪

　　　　　日子略在十一菅（8）

　　　　　大南口上把弥行（9）

18男

　　　　　｛廉刀割了緑芹菜

　　　　　小南i”］上行イホ弥没在

19女①

　　　　　二郎山的山根曙

　　　　　我想弥心肺肝痔呪

　　　　　就合頼朶几翻身呪㈹

20男

（娃阿妓）斧訣剰了水白栃

　　　　　阿広称唱着我没唱（”）

21女①

あなたが山から出て来るように伝言を頼みました

煙製肉と涼粉はすっかり腐ってしまいました

神様へお供えした饅頭はすっかり乾燥してしまいました

12男

馬爆命の石塙子

あなたの伝言を受けて私は来ることにしました

13女②

（私の人よ）世の中のカラスは谷を飛んで行く

私は花児会の会場で気に入った相手を選ぼうと思う

14男

沙木を伐って一枚の板を作った

たくさんの人がいますから好き勝手に選びなさい

15女①

斧で李の木を伐った

私にとってはあなただけです

あなたはハンサムで話し上手だ

（あなたの言うことは理にかなっている）

16男

象牙の箸で麺を挟む

会う日をあなたが決めて下さい、私はいつでもいいよ

17女①

私はあなたの歌ったことを繰り返しましょう

　（※以下二行、16男に同じ。）

会う日は十一営の市の日にしましょう

大南門のところであなたを捜します

18男，

鎌で緑の芹菜を刈り取る

小南門のところであなたを捜したが居なかった

19女②

二郎山の山の麓

心臓も肺臓も肝臓もみな痛くなるほどあなたのことを思

っている／ヒキガエルのように寝返りを打っている

20男

（おばさん）斧で水白楊を伐った／どうしてあなたは

歌っているけれども私は歌っていないのか

21女①
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　　　　　称唱我也唱着咀

　　　　　就合城浪浪着鳴（且2）

　　　　　把死『一祥脹着1泥

22男

　　　　　擁刀割了虹叶材（13）

（娃阿妓）我今九ノト寺肖躍上弥的

　　　　　　　　　　　　脚印ノし来

　　　　　祢脚印几在広怜几没在

23女①

　　　　　我把脚印踏着泥后美

　　　　　我把脚印芸下人没有

24男

　　　　　鎌刀割了一根材

（娃阿妓）我到大河淘盆里把休行（14）

25女①

　　　　　空情拾下一盆盆几

　（込伯）把実心没傘一点点几

26男

　　　　斧美剰了樺材了

　　　　我給イホ全部把実心費上了

　　　　看弥込対上対不上

27女①

　　　　　斧訣剰了香粁了

　　　　　拉的人多称没有

　　　　　遠会把像函耽了

28男

　　　　　我先前拉怜几有指望

（娃阿妓）祢把寄寄腺着干填上

　　　　　我先前有弥着可有指望

29女①

　　　　　我掌実心把称咲

　　　　　称掌空心把我暎

　　　　　咲得那嘘睡来又去暁

30男

（娃阿妓）麻蝿孔了条帝了

　　　　　叫弥把我咲着半路上

あなたも歌っているし私も歌っているよ

私は牛追いのようにあなたに歌いかけている

腹立たしい気持ちでいっぱいです

22男

鎌で紅叶材を伐った

（おばさん）私は今日わざわざあなたの足跡について

やって来た

足跡は残っているけれどもあなたは居ない

23女①

私は足跡を泥の中に残している

足跡は残っているけれども私はそこに居ない

24男

鎌で薪を一本伐った

（おばさん）私は大河溝盆へあなたを捜しに行く

25女①

うわべだけの情けを盛った皿を幾皿も私に持ってくる

あなたの本当の情けは少しも盛られていない

26男

斧で白樺の木を伐った

私はあなたにあらゆる誠意を示しました

私の歌にあなたは答えてくれますか

27女①

斧で香杵を伐った

私と付き合う人は多いけれどもその中にあなたは居な

い／これでは二人にとって損です

28男

私は以前あなたと付き合うことを望んでいた

（おばさん）あなたは兄の私を畑の畔の上に放ってお

いた／あなたと付き合うことを楽しみに生きてきたのに

29女①

私は誠意をもって付き合っているのに

あなたは日先だけで私を弄んでいる

あなたの巧みな言葉にまるめ込まれて私はうとうとと眠

くなった

30男

（おばさん）麻の縄で箒を作った

あなたに弄ばれて中途半端な状態になってしまった
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31女③

32男

33女①

34女③

屋里家劣没躯訣

把我引上逃ヌ佳走

把ヌ佳逃着函河口

河里栃柳夫銭柳

弥躁上寄寄逃唯走

月亮出来錦子大

那是祢咲我的活

枇杷升花四辮紅

摩托騎上要了人㈹

31女③

家は貧しくて誰にも頼れない

私を連れて駆け落ちしてください

私を連れて両河口へ逃げてください

32男

川端の楊柳と爽線柳

兄の私と一緒に逃げましょう

33女①

笛のような丸い月が出た

そんな話は嘘でしょう

34女③

枇杷の花は赤い四つの花びらを開く

オートバイに乗っている恰好いいあなたに騙された

〔注〕

（1）…三字目の一字不明。

（2）取材日7月20日は、旧暦6月18日に当たる。

（3）bu…漢字不明。なお、ここで女①が次の女②を引っ張り出して無理矢理に歌わせている。

（4）干填…田辺不長草的高台。

（5）「寒『」は「嗜睡」とあるべきところだと地元の人は批評する。

（6）「佛制は「白面」とあるべきところだと地元の人は批評する。

（7）悦活込到理上来…この句があるべきところだと地元の人は批評する。

（8）十一菅…眠阻鎮。

（9）行…尋技。

（10）頼朶几…指頼蛤膜（方言）。

（11）阿広…力什広。

（12）城浪浪…城牛的一種声音。

（13）紅叶材…柳樹的一種。

（14）大河淘盆…指処地方。

（15）男たちの交通手段としてバイクが普及している。
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